
会場（当院）にてお聞きいただく講座です

・「さがみ野駅」南口
 から徒歩５分

•「相模大塚駅」南口
 から徒歩８分

大和厚木バイパス
相模
大塚駅

さがみ野駅

さがみ野中央病院

南口
40

マルエツ
東柏ヶ谷

相鉄線

246

会場周辺の地図

交
通
ア
ク
セ
ス

交
通
ア
ク
セ
ス

参加にはご予約が必要です。
事前にお電話でお申込みを！

さがみ野中央病院
☎046-233-5110（代表）
神奈川県海老名市東柏ヶ谷６ｰ20ｰ20

お問合せ・ご予約

　塩分を取り過ぎると、血管に障害を起こ
します。心臓や肝臓をはじめとする病気の
引き金にもなるので、注意が必要です。今
回の講座で、毎日の食事の塩分を上手に
減らす方法や、食べ物に含まれている塩
分量について、一緒に学びませんか？

あなたの食事は大丈夫？塩分の取り過ぎでは？　

医学講座
参
加
無
料

会場：さがみ野中央病院 １階 リハビリテーション室

６月29日（水）13：00から日 時

講 師 さがみ野中央病院    中村 育代  管理栄養士

詳細はＨＰ、または電話でお問合せを！

ご自宅でインターネット上で
視聴できる講座です。

視聴方法は
当院ホームページを参照、
またはお電話でお問合せください。

お問合せ
ふれあい町田ホスピタル
☎042-798-1121（代表）
東京都町田市小山ヶ丘1ｰ３ｰ8

　年を重ねていくと、さまざまな病気にかか
る可能性が高まります。「事前の備え」には、
何が必要でしょうか。今回は、平均余命、健
康診断、がん、アドバンス・ケア・プランニング
などにまつわるお話をいたします。多くの方
にお聞きいただきたいと思っております。

具合が悪くなる前に考える事　

オンライン PC ⁄ スマホ ⁄タブレットでネットからご自宅視聴を！
医学講座視

聴
無
料

６月27日（月）15：00～15：30〈予定〉日 時

講 師
ふれあい町田ホスピタル
           　　         内科 　張 益商  副院長

　

海
老
名
市
に
あ
る「
さ
が
み
野
中
央
病
院
」

で
は
、「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

棟
」
の
開
設
か
ら
１
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

同
院
ス
タ
ッ
フ
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

折
、
ま
た
は
脳
梗
塞
や
脳
出
血
、

あ
る
い
は
肺
炎
な
ど
の
疾
患
に
よ

る
体
力
の
低
下
に
対
す
る
リ
ハ
ビ

リ
を
行
な
い
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
効

果
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
期
間

に
、
有
効
な
内
容
を
提
供
し
、
自

宅
復
帰
を
目
指
す
専
門
的
な
病
棟

で
す
」専

門
療
法
士
も
増
員

　
「
当
院
で
は
、
身
体
機
能
に
特

化
し
た
【
理
学
療
法
】、
生
活
動

作
や
脳
機
能
に
有
効
な
【
作
業
療

法
】、
言
語
や
口
腔
機
能
（
口
の

リ
ハ
ビ
リ
）
に
対
す
る
【
言
語
聴

覚
療
法
】
の
そ
れ
ぞ
れ
を
担
当
す

る
専
門
療
法
士
を
、
病
棟
開
設
と

と
も
に
増
員
し
、
幅
広
い
疾
患
の

対
応
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。

　

痛
み
が
治
ま
る
こ
と
や
、
再
び

　

特
に
、
脳
血
管
疾
患
や
骨
折
・

転
倒
は
、
あ
る
日
突
然
、
起
き
る

こ
と
が
多
く
、
こ
れ
ま
で
の
生
活

が
一
変
し
て
し
ま
う
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
は
、発
症
後
の
早
期
か
ら
、

専
門
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

が
、
機
能
の
改
善
に
効
果
的
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
医
療
機
関
で
は
、
そ
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
専
門
的

に
行
な
う
「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
」
を
設
置
す
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

歩
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
だ
け
で

は
な
く
、
当
院
で
は
、
患
者
さ
ま

そ
れ
ぞ
れ
が
お
も
ち
の
趣
味
や
、

生
き
が
い
な
ど
に
注
目
し
て
、『
大

好
き
な
買
い
物
に
行
く
』『
家
族

旅
行
に
出
か
け
る
』
と
い
っ
た
具

体
的
な
目
標
を
、
患
者
さ
ま
や
ご

家
族
と
一
緒
に
考
え
、
寄
り
添
っ

た
内
容
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
」。

■
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
棟
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
、
さ
が
み
野
中
央
病
院
へ
。

☎
０
４
６・２
３
３・５
１
１
０

年
前
（
２
０
０
９
年
）
と
比
較
し

て
、
１
３
０
万
人
も
増
加
し
て
い

ま
す
〈
厚
労
省
「
介
護
保
険
事
業

状
況
報
告 

月
報
」
２
０
１
９
年

１
月
・
２
０
０
９
年
１
月
よ
り
〉。

突
然
、生
活
が
一
変

　

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
主

な
原
因
と
し
て
は
、
認
知
症

（
17
．６
％
）
が
最
も
多
く
、
脳

血
管
疾
患
（
16
．１
％
）、
衰

弱
（
12
．８
％
）、
骨
折
・
転
倒

（
12
．５
％
）
と
続
き
ま
す
。

　
「
当
院
で
は
、
昨
年
４
月
に
回

復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

を
開
設
し
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
室
も
増
築
し
ま
し
た
。
こ
れ
よ

り
、
３
６
５
日
体
制
で
、
充
実
し

た
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
棟
で
は
、
大
腿
骨
や
背
骨
の
骨

10
年
前
よ
り
１
３
０
万
人
増

　

全
国
の
要
介
護
者
数
は
、
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
９
年

の
要
介
護
者
（
要
介
護
１
〜
５
）

は
、
４
７
１
万
人
超
で
あ
り
、
10

認知症

衰弱骨折・転倒
関節疾患
心臓病

呼吸器疾患

がん

糖尿病

パーキンソン病 脊髄損傷
視覚・聴覚障害

その他・不明など 17.6％
12.6％

12.8％
12.5％

10.8％

4.5％

2.7％

2.6％

2.5％

2.3％
1.5％
1.4％

厚労省「国民生活基礎調査」（2019年）を基に作成
介護原因の疾病

16.1％

脳血管疾患
（脳卒中）

介
護
原
因
に
特
徴脳

卒
中
や
骨
折
は
主
に
後
遺
症

回
復
を
目
指
す
専
門
病
棟
も

さ
が
み
野
中
央
病
院

効
果
あ
る
期
間
に
新
病
棟
で
専
門
リ
ハ
ビ
リ
を
！

取
材
協
力

さ
が
み
野
中
央
病
院

ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
人
工
透
析
治
療

病
院
だ
か
ら
可
能
な
幅
広
い
受
入
れ
体
制

食
事
療
法
の
相
談
に
も
対
応

透
析
生
活
で
考
え
て
ほ
し
い
こ
と

治
療
よ
り
回
数
が
多
い「
食
事
」は
大
事
！

　

透
析
患
者
の
生
活
で
は
、
週
３
回
程
度
の
透
析
通
院
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

が
ち
で
す
が
、
実
は
、
同
じ
よ
う
に
食
事
管
理
（
食
事
療
法
）
も
大
切
で
す
。
食

事
は
、
毎
日
繰
り
返
し
、
そ
の
内
容
次
第
で
体
調
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

　

東
京
都
町
田
市
の
ほ
か
、
多
摩
市
や
八
王
子
市
、
神
奈
川
県
相
模
原
市
か
ら
も

ア
ク
セ
ス
良
好
な
「
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
」。
院
長
を
務
め
て
い
る
小
林

信
之
医
師
に
、
同
院
の
人
工
透
析
治
療
に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
人
工
透
析
療
法
」
は
、
体
の

中
の
臓
器
・
腎
臓
に
障
害
が
起

き
、
回
復
が
不
可
能
に
な
っ
た
場

合
に
、
腎
臓
の
代
わ
り
を
行
な
う

　
︱
︱
︱
人
工
透
析
治
療
を
開
始

し
た
患
者
さ
ん
の
背
景
に
は
、
ど

の
よ
う
な
病
気
の
増
加
が
あ
り
ま

す
か
？

　
（
小
林
院
長
・
以
下
同
）「
腎
臓

の
病
気
の
『
腎
炎
』
な
ど
に
加
え

て
、最
近
で
は
、『
糖
尿
病
』
や
『
高

血
圧
症
』
と
い
っ
た
高
齢
化
に
よ

る
腎
臓
機
能
の
低
下
の
影
響
が
出

方
法
の
一
つ
と
し
て
、
血
液
を
一

度
体
外
に
出
し
て
、
専
用
機
器
に

よ
っ
て
人
工
的
に
老
廃
物
な
ど
を

除
去
す
る
治
療
で
す
。

て
い
ま
す
。
今
や
、人
工
透
析
は
、

珍
し
い
治
療
で
は
な
く
な
っ
て
い

ま
す
」

　
︱
︱
︱
人
工
透
析
治
療
に
お
い

て
、
貴
院
で
特
に
配
慮
し
て
い
る

点
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
正
常
な
腎
臓
は
、
ろ
過
や
排

泄
す
る
機
能
が
備
わ
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
腎

臓
に
は
、
代
わ
っ
て
人
工
的
に
血

液
中
の
老
廃
物
や
余
分
な
水
分
を

取
り
除
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
が
人
工
透
析
治
療
で
す
。

　

患
者
さ
ま
が
治
療
を
受
け
て
い

る
当
院
で
の
時
間
に
は
、
少
し
で

も
気
持
ち
を
楽
に
し
て
い
た
だ
こ

う
と
考
え
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る

環
境
を
大
切
に
し
て
お
り
ま
す
」

　
︱
︱
︱
そ
の
環
境
と
は
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

　
「
当
院
の
透
析
治
療
専
用
ベ
ッ

ド
（
全
20
床
）
に
お
い
て
テ
レ
ビ

モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
、
自
由
に
鑑

賞
で
き
る
よ
う
に
整
備
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ご
自
身
で
通
院
が
困

難
な
方
に
対
し
て
、
自
宅
送
迎
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
」

　

︱
︱
︱
ほ
か
に
貴
院
の
人
工
透

食
事
療
法
の
並
行
が
原
則

　

し
か
し
、
腎
臓
の
働
き
を
完
全

に
代
替
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
人
工
透
析
を
行
な
っ
て
い
る

人
が
、
健
康
的
に
過
ご
し
て
い
く

た
め
に
は
、さ
ら
に
「
食
事
療
法
」

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

人
工
透
析
の
導
入
（
治
療
を
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
）
の
初
期
は
、

導
入
前
に
比
べ
て
、
制
限
さ
れ
て

い
た
食
事
内
容
が
、
や
や
緩
和
さ

れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
た
ん
ぱ
く
質
の
摂
取
基
準
が

緩
く
な
っ
た
り
す
る
人
も
い
ま

析
治
療
の
特
徴
は
あ
り
ま
す
か
？

　
「
当
院
は
、
人
工
透
析
治
療
だ

け
を
行
な
っ
て
い
る
施
設
で
は
な

く
、
内
科
や
整
形
外
科
な
ど
の
複

数
の
診
療
科
を
も
つ
地
域
病
院
で

す
。

　

通
院
が
難
し
く
な
っ
た
患
者
さ

ま
の
入
院
に
も
対
応
で
き
ま
す

し
、
骨
折
な
ど
の
け
が
や
脳
血
管

障
害
な
ど
の
病
気
で
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
な
方
や
、
胃

ろ
う
ま
た
は
カ
テ
ー
テ
ル
な
ど
を

設
置
し
て
い
る
方
、
合
併
症
を
抱

え
て
い
る
方
、
食
事
療
法
に
困
っ

て
い
る
方
な
ど
、
幅
広
い
患
者
さ

ま
の
お
受
け
入
れ
や
、
ご
家
族
か

ら
の
ご
相
談
も
、
お
受
け
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。

　

人
工
透
析
治
療
に
つ
い
て
は
、

ぜ
ひ
当
院
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

〈
取
材
協
力
〉

　
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル

　
☎
０
４
２・７
９
８・１
１
２
１

　
町
田
市
小
山
ヶ
丘
１
の
３
の
８

す
。

　

し
か
し
、
個
々
に
応
じ
た
食
事

の
管
理
は
必
要
で
す
。

　

リ
ン
や
水
分
の
制
限
が
新
た
に

必
要
に
な
っ
た
り
、
ど
の
く
ら
い

尿
が
出
て
い
る
か
や
、
余
分
な
水

分
・
老
廃
物
が
透
析
で
ど
の
く
ら

い
取
り
除
け
て
い
る
か
と
い
っ
た

内
容
に
よ
っ
て
も
、
日
々
の
食
事

は
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

相
談
は
管
理
栄
養
士
に
も

　

透
析
患
者
に
対
す
る
食
事
療
法

は
、
医
師
や
管
理
栄
養
士
に
指
導

さ
れ
た
個
別
の
内
容
に
基
づ
い

て
、
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

医
療
機
関
に
は
、
腎
臓
の
専
門

医
の
ほ
か
管
理
栄
養
士
も
、
人
工

透
析
患
者
か
ら
の
相
談
を
受
け
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
栄
養

管
理
や
、透
析
患
者
用
の
献
立（
透

析
食
）
に
つ
い
て
は
、
専
門
知
識

を
も
つ
医
療
ス
タ
ッ
フ
か
ら
、
正

し
い
指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

～4
h

生活時間の中で
圧倒的に回数が多いのは

食事です。
疑問や不安は

管理栄養士にも相談を！

人工透析療法

食事療法

ふれあい町田ホスピタル
小林 信之 院長

2022年５月
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介護付有料老人ホーム

シニアレジデンス町田
ご予約・お問合せは…

東京都町田市小山ヶ丘 1-3-8 0120（86）6534 
小山長池
トンネル南

南多摩
斎場西バーミヤン

トイザらス
エネオス

コストコ

ココ
P 有

無料シャトルバスをご利用ください
■ 京王線「多摩境駅」
■ 京王線「南大沢駅」
■ ＪＲ横浜線「相模原駅」３駅からご乗車を！

医療と介護が一体化！
専属の相談員が、相談から
入居まで丁寧・迅速にご案内

急ぎの入居も可能！
医療系グループを母体とし、地域病院
「ふれあい町田ホスピタル」を併設

往診 レクリエーション 集団リハビリ 病院併設

６/５日

 26日
~

無料

個別相談
ランチ試食
館内見学
すべて 施設で行なわれている

多彩なレクリエーション作品
に触れる（感染症対策で紹介のみの場合もあり）

施設で出されている
当日の昼食を
実際に食べる

プライベートな内容も
個別に聞ける

聞く

食す

知る

事前予約制
１日２組限定
（４名さま）

見る
居室（全室キッチン完備）入居者専用レストラン

全てシニアレジデンス町田

広く設計された廊下

実際に施設を
見学する

期間中、
全て無料です。
是非ご参加を！

夏に向けて心機一転！
充実のシニアライフ、満喫♪

介護付有料老人ホーム・シニアレジデンス町田

電話またはメールで応募連絡後、
必要書類を郵送してください。
　    【選考】書類・面接 など
〒253-0084 
茅ヶ崎市円蔵370-20
エフ.アンド.ユアライフ３F新聞宛
☎0467（58）5678
　 fy-kouho@fureai-g.or.jp

㈲エフ.アンド.ユアライフ

応募〆切／６月15日水

正社員募集
健康生活お役立ち新聞

◇長期勤続によるキャリア形成のため、若年層を積極採用

資格／要普免（AT限定可）
年齢／40歳位まで
勤務予定地／茅ヶ崎市
待遇／社会保険完備、医療費補助制度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

ライティング業務等
未経験OK！意欲重視

急募

　

○
…
施
設
長
と
し
て
、
今
夏

で
３
年
目
を
迎
え
ま
す
。「
当

施
設
内
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
一
生

懸
命
な
姿
を
至
る
と
こ
ろ
で
見

ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
看
護
師
は
、

入
所
者
さ
ま
に
と
っ
て
最
適
な

医
療
ケ
ア
を
提
供
す
る
た
め
に
、

関
係
ス
タ
ッ
フ
と
真
摯
に
意
見

交
換
を
し
ま
す
。
医
療
は
医
師

一
人
で
行
な
う
も
の
で
は
な
く
、

現
場
の
ス
タ
ッ
フ
の
力
を
合
わ
せ

て
成
り
立
ち
ま
す
。
当
施
設
は
、

そ
れ
が
実
現
で
き
て
い
る
と
思

い
ま
す
」。

　

○
…
介
護
老
人
保
健
施
設
で

あ
る
「
ふ
れ
あ
い
の
町
田
」
は
、

提
供
で
き
る
医
療
内
容
が
病
院

と
は
異
な
り
ま
す
。「
介
護
老
人

保
健
施
設
と
し
て
最
大
限
の
範

囲
で
、
入
所
者
さ
ま
が
抱
え
る

健
康
不
安
を
解
消
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

皮
膚
疾
患
は
目
に
見
え
る
の
で
、

不
安
に
つ
な
が
り
や
す
く
、
説

明
が
不
足
す
る
と
さ
ら
に
不
安

が
増
大
す
る
の
で
、
疑
わ
れ
る

疾
患
名
を
紙
に
書
い
て
渡
し
た

り
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
発
症
す

る
の
か
を
看
護
師
な
ど
に
も
説

明
し
て
、
施
設
内
で
連
携
・
共

有
し
て
い
ま
す
」。
塚
本
施
設
長

は
、
日
本
大
学
医
学
部
を
卒
業

後
、
産
婦
人
科
を
10
年
以
上
担

当
し
、そ
の
後
、皮
膚
科
に
転
向
。

東
京
・
下
高
井
戸
で
開
業
す
る

な
ど
、
医
療
技
術
だ
け
で
な
く
、

施
設
運
営
に
至
る
ま
で
、
幅
広

い
経
験
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。

　

○
…
「
円
滑
な
現
場
が
あ
っ

て
こ
そ
、
来
所
（
院
）
者
さ
ま

に
よ
い
内
容
を
提
供
で
き
る
」

と
の
考
え
の
下
、「
現
場
が
ス

ム
ー
ズ
に
い
く
た
め
に
、
自
分

が
で
き
る
こ
と
は
進
ん
で
行
な

い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
、
多

く
の
医
療
現
場
で
は
看
護
師
が

担
当
す
る
用
具
移
動
な
ど
を
積

極
的
に
受
け
持
つ
と
い
い
ま
す
。

救
急
場
面
に
は
、
産
婦
人
科
で

得
た
繊
細
な
薬
の
知
識
な
ど
が

活
き
る
と
話
し
、「
こ
れ
が
手
放

せ
な
い
の
で
す
」
と
懐
か
ら
小

さ
な
メ
モ
帳
を
取
り
出
し
ま
し

た
。「
大
事
な
こ
と
な
ど
、
文

字
で
残
し
た
り
示
す
行
為
は
重

要
。
今
後
も
ず
っ
と
続
け
て
い

き
ま
す
」
と
、
現
場
に
実
直
な

姿
勢
が
に
じ
み
出
て
い
ま
し
た
。

こ
の「
人
」に
聞
く

　 

円
滑
な
ス
タ
ッ
フ
環
境
は

　
　  

　 

優
良
施
設
の
必
需
基
盤

塚本 剛 医師
 （つかもと つよし）　　　　

ふれあいの町田 施設長
日本医師会 認定産業医

笑
顔
あ
ふ
れ
る
リ
ハ
ビ
リ
施
設

楽
し
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
を
考
案

介
護
老
人
保
健
施
設
「
ふ
れ
あ
い
の
町
田
」

　

東
京
都
町
田
市
に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
の
町
田
」（
施
設
長
・
塚
本
剛
医
師
＝
今

号
「
こ
の
人
に
聞
く
」
で
紹
介
＝
）
は
、
身
体
機
能
に
不
自
由
を
抱
え
て
い
る
高

齢
者
を
対
象
に
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
提
供
し
て
い
る
施
設
で
す
。

　

介
護
老
人
保
健
施
設
「
ふ
れ
あ

い
の
町
田
」
は
、
病
気
や
け
が
で

入
院
し
た
人
が
、
病
院
で
の
（
急

話
し
て
い
ま
す
。

　
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
利
用
者
さ
ま
の
笑
顔
は
、
当
施

設
の
誇
り
の
一
つ
で
す
。
日
々
、

施
設
内
で
は
笑
顔
が
絶
え
ず
、
利

用
者
さ
ま
の
心
が
安
ら
い
で
い
る

様
子
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

ど
う
し
て
も
、
リ
ハ
ビ
リ
と
聞

く
と
、『
つ
ら
い
』『
疲
れ
る
』
と

構
え
て
し
ま
う
方
が
多
い
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
ご
自
身
と
っ
て

つ
ら
い
こ
と
は
、
長
続
き
し
ま
せ

ん
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
楽
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
当
施
設
で

は
よ
く
理
解
し
、
利
用
者
さ
ま
に

『
リ
ハ
ビ
リ
っ
て
楽
し
い
』と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
内
容
に
工

性
期
）
治
療
を
終
え
た
後
、
す
ぐ

に
自
宅
に
戻
る
に
は
ま
だ
安
定
し

て
い
な
い
状
態
の
時
に
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
実
施
し
て
、

以
前
の
Ａ
Ｄ
Ｌ

（
日
常
生
活
動

作
）
ま
で
回
復

す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る

高
齢
者
専
用
施

設
で
す
。

　

介
護
や
看
護

の
専
門
性
を
も

つ
ス
タ
ッ
フ

が
、
高
齢
者
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
身
体
機
能
が
回
復
し
て
い
く

た
め
の
訓
練
や
ケ
ア
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

つ
ら
い
イ
メ
ー
ジ
の
払
拭
へ

　
「
ふ
れ
あ
い
の
町
田
」
で
は
、

入
所
し
て
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
を
受
け

る
だ
け
で
な
く
、
普
段
は
自
宅
な

ど
で
生
活
し
、
定
期
的
に
同
施
設

に
通
い
、
日
帰
り
で
リ
ハ
ビ
リ
訓

練
を
受
け
る
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
」
も
あ
り
ま
す
。

　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

担
当
ス
タ
ッ
フ
は
、
次
の
よ
う
に

夫
す
る
こ
と
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
大

き
な
役
割
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
」同

じ
担
当
者
だ
か
ら
安
心

　
「
メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
と
な
る『
個

別
リ
ハ
ビ
リ
』
で
は
、
利
用
者
さ

ま
そ
れ
ぞ
れ
に
訓
練
内
容
を
立
案

し
て
い
き
ま
す
。

　

基
本
的
に
、
決
ま
っ
た
療
法
士

が
同
じ
利
用
者
さ
ま
を
担
当
し
ま

す
。
こ
れ
は
、
心
身
の
変
化
に
気

付
き
や
す
い
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か

ら
で
す
。
目
標
に
向
か
っ
て
訓
練

を
進
め
て
い
く
と
、
月
日
の
経
過

と
と
も
に
状
態
の
変
化
が
出
て
く

る
の
で
、
そ
の
時
々
に
応
じ
て
内

容
を
改
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

リ
ハ
ビ
リ
以
外
も
充
実

　
「
利
用
者
さ
ま
の
笑
顔
は
、
来

所
時
だ
け
で
な
く
、
訓
練
中
や
ご

帰
宅
時
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
見
ら
れ
ま
す
。
特
に
、
目
標
を

達
成
さ
れ
た
際
の
リ
ハ
ビ
リ
訓
練

施設内コンサートを開催（レクリエーションの一つ）

広
い
中
庭
に
は
園
芸
ス
ペ
ー
ス
も

時
の
笑
顔
は
、
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ

に
と
っ
て
も
大
き
な
喜
び
と
な

り
、
ス
タ
ッ
フ
の
笑
顔
も
生
ま
れ

ま
す
。

　

利
用
時
間
に
は
、
リ
ハ
ビ
リ
だ

け
で
な
く
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

や
手
工
芸
、
食
事
な
ど
も
あ
り
ま

す
の
で
、
遊
び
の
よ
う
な
感
覚
で

お
越
し
に
な
ら
れ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。当
施
設
の
魅
力
は
、

見
学
時
に
さ
ら
に
お
伝
え
で
き
る

と
思
い
ま
す
の
で
、ご
連
絡
の
上
、

お
気
軽
に
ご
来
所
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
」。
取
材
協
力

介
護
老
人
保
健
施
設

ふ
れ
あ
い
の
町
田

☎
０
４
２・７
９
８・２
０
０
１

町
田
市
小
山
ヶ
丘
１
の
３
の
７

トイザらス
エネオス

小山長池トンネル南
コストコ バーミヤン

リハビリ
センター

薬局

P

老
人
ホ
ー
ム
病
院

ココ

2



や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の

学
生
と
と
も
に「
チ
ー
ム
医
療
論
」

を
学
び
、
臨
床
現
場
に
お
け
る
実

践
力
を
身
に
付
け
ま
す
。そ
し
て
、

６
年
間
の
英
語
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

よ
っ
て
、
現
代
の
医
療
社
会
に
即

応
で
き
る
力
を
培
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
を
体
感
！

　

今
年
度
は
、
新
校
舎
の
「
薬
学

部
棟
」
に
て
、
薬
学
を
体
感
で
き

る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催

し
ま
す
。
一
般
的
な
研
究
室
は
個

室
で
あ
る
と
こ
ろ
を
、同
大
で
は
、

１
つ
の
大
き
な
部
屋
に
複
数
の
研

究
者
の
机
や
実
験
機
器
を
配
置
す

る
こ
と
で
、
異
な
る
分
野
同
士
の

交
流
を
活
発
化
さ
せ
る
「
オ
ー
プ

ン
ラ
ボ
」を
採
用
。オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
で
は
、実
際
の
研
究
室（
ラ

ボ
）
の
見
学
や
、
機
器
、
研
究
概

要
の
紹
介
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
新
し
い
薬
学
部
棟

へ
足
を
運
び
、
臨
床
一
貫
型
の
薬

学
を
体
感
し
て
み
て
は
。

■
湘
南
医
療
大
学 

入
試
事
務
室

☎
０
４
５・８
２
１・０
１
１
５

　

横
浜
市
戸
塚
区
に
あ
る
「
湘
南

医
療
大
学
」
は
、
２
０
２
１
年
春

に
「
薬
学
部
医
療
薬
学
科
」
を
開

設
し
ま
し
た
。
こ
の
学
部
で
は
、

「
臨
床
に
強
い
薬
剤
師
」
を
養
成

す
る
た
め
に
、【
薬
学
教
育
】【
臨

床
現
場
】【
研
究
】
の
３
つ
の
立

場
が
連
携
す
る
「
臨
床
一
貫
型
連

携
教
育
体
制
」
が
あ
り
ま
す
。

　

病
院
・
薬
局
実
務
実
習
で
は
、

大
学
教
員
と
病
院
薬
剤
師
に
よ
る

協
働
の
指
導
体
系
を
確
立
。
チ
ー

ム
医
療
で
は
、
同
大
の
看
護
学
科

に
な
る
内
容
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ

た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
の

で
、
是
非
、
友
人
や
保
護
者
と
一

緒
に
参
加
を
！
現
在
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
電
話
で
申
し
込
み
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

同
校
は
、
神
奈
川
県
下
最
大
級

の
医
療
グ
ル
ー
プ
「
ふ
れ
あ
い
グ

ル
ー
プ
」
に
所
属
し
て
い
る
特
長

を
最
大
限
に
活
か
し
、
医
療
現
場

の
声
を
反
映
し
た
授
業
や
実
習
を

展
開
。
知
識
や
技
術
と
と
も
に
、

臨
床
で
求
め
ら
れ
る
即
戦
力
を
身

に
付
け
ま
す
。
ま
た
、姉
妹
校「
湘

南
医
療
大
学
」
へ
の
編
入
学
、
研

修
に
よ
る
幅
広
い
認
定
資
格
の
取

得
な
ど
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
制
度

も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

看
護
師
へ
の
夢
は
、
茅
ヶ
崎
看

護
専
門
学
校
で
実
現
を
！

■
茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校

☎
０
４
６
７・８
６・６
０
１
１

　
「
茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校
」
は
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し

ま
す
（
参
加
申
込
制
）。

　

当
日
は
、
現
役
の
看
護
学
生
が

参
加
し
、
来
校
者
の
技
術
体
験
を

サ
ポ
ー
ト
し
た
り
、
学
生
生
活
の

質
問
な
ど
を
受
け
ま
す
。
進
路
を

決
め
る
上
で
、
大
き
な
ポ
イ
ン
ト

看護師になるための第一歩  

 現役の看護学生と話せる！
　実り多きオープンキャンパス 

茅ヶ崎看護専門学校

2021年開設の薬学部  

薬学・臨床・研究の一貫教育
     臨床に強い薬剤師へ！

湘南医療大学

横浜新道

西口
東戸塚駅

ココ

オープンラボ▲◀模擬授業

JR東戸塚駅
西口から
徒歩12分

申込み・問合せ

湘南医療大学
神奈川県横浜市戸塚区上品濃16-48
☎045-821-0115
　　　　　　　　　（入試事務室）
https://sums.ac.jp

湘南医療大学
「薬学部 医療薬学科」

（６年課程）

6年間の授業内容や、就職先などを質問できる個別相談のほか、
在校生によるキャンパス紹介、過去問題を使った入試対策も行ないます。

美しく機能的で、コミュニケーションが図れる
キャンパスにて、皆さまをお待ちしております♪

開設！
２０21年４

月

病院
薬学部棟

OPEN Campusスケジュール
SUN MON TUE WED THU FRI SAT

開催
45

29 30 31 2 3
65 7 8 9 10
1312

19 20 21 22 23 24

14 15 16 17

1
6

開催
11

開催
18

開催
25

申込み・問合せ

茅ヶ崎看護専門学校
神奈川県茅ヶ崎市今宿390
☎0467-86-6011
　　　　　　　　　（入試相談室）
https://www.chigakan.ac.jp

茅ケ崎駅
1

新
湘
南
Ｂ
Ｐ

ココ茅ケ崎駅
北口から

路線バス

バス停「辻
東」

徒歩５分

6月18日 土 13：00～16：00
7月２日 土 13：00～16：00

参加申込みは
こちらから！

オープンキャンパス

●現役の看護学生との触れ合い
●技術体験
●学生生活のＱ&Ａ 　　
●座談会　           など

茅ヶ崎看護専門学校

保護者の方やご友人との参加大歓迎！！保護者の方やご友人との参加大歓迎！！

綾
瀬
厚
生
病
院
が
母
体

リ
ハ
ビ
リ
と
も
連
携
！
充
実
の
看
護
サ
ー
ビ
ス

あ
や
せ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

脳
梗
塞
の
後
遺
症再

発
時
も
、早
期
発
見
が
原
則

日
頃
の
健
康
観
察
が
大
事

り
、
そ
ち
ら
で
は
、
国
家
資
格
を

も
つ
「
理
学
療
法
士
」
が
お
住
ま

い
に
伺
い
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
提
供
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
あ
や
せ
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
は
、
綾

瀬
厚
生
病
院
を
母
体
と
し
た
訪
問

サ
ー
ビ
ス
で
す
の
で
、
利
用
者
さ

ま
の
ご
希
望
に
沿
っ
て
、
訪
問
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
連
携
が

可
能
で
す
。
主
治
医
に
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
と
判
断

さ
れ
た
方
は
、
ご
自
宅
に
て
、
本

格
的
な
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　
Ｑ
．
地
域
病
院
を
母
体
と
し
て

い
る
訪
問
サ
ー
ビ
ス
は
、
頼
り
に

な
る
存
在
で
す
ね
。

　

Ａ
．
定
期
的
な
ご
利
用
を
さ
れ

て
い
る
方
が
、
急
な
体
調
変
化
を

起
こ
し
て
対
応
が
必
要
な
場
合
に

は
、
24
時
間
体
制
で
相
談
・
訪
問

が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま

す
。
精
神
的
支
援
や
、
タ
ー
ミ
ナ

ル
ケ
ア
な
ど
の
ご
相
談
も
、
お
気

軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

医
療
法
人
社
団 

柏
綾
会

あ
や
せ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
４
６
７・７
８・１
１
３
２

〈
訪
問
対
象
エ
リ
ア
〉

綾
瀬
市
全
域
お
よ
び
周
辺
エ
リ
ア

処
置
を
必
要
と
し
て
い
る
方
、
看

護
の
必
要
が
あ
る
方
な
ど
で
す
。

　
Ｑ
．
看
護
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
内
容
が
あ
り

ま
す
か
？

　

Ａ
．
血
圧
・
体
温
・
脈
拍
・
呼

吸
の
測
定
な
ど
の
健
康
状
態
の
観

察
の
ほ
か
、
医
師
の
指
示
に
基
づ

い
た
医
療
的
な
処
置
（
床
ず
れ
の

予
防
や
手
当
、
服
薬
管
理
、
医
療

器
具
の
管
理
・
指
導
）
を
行
な
い

ま
す
。
ま
た
、
入
浴
の
介
助
、
排

泄
の
お
世
話
・
指
導
、
食
生
活
・

栄
養
に
関
す
る
相
談
な
ど
、
日
常

生
活
の
援
助
に
関
す
る
内
容
も
あ

り
ま
す
。

　
Ｑ
．
リ
ハ
ビ
リ
は
実
施
し
な
い

の
で
す
か
？

　

Ａ
．
リ
ハ
ビ
リ
に
は
、「
訪
問

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う

専
門
の
在
宅
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
あ

し
て
、
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
を
専
門
に
し
て
い
る
看
護

師
が
所
属
し
て
い
ま
す
。
病
気
や

障
害
を
抱
え
た
方
が
、
お
住
ま
い

で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

に
、
適
切
な
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

Ｑ
．
看
護

対
象
に
な
る

人
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
訪
問

看
護
の
対
象

は
、
寝
た
き

り
の
方
、
脳

卒
中
の
後
遺

症
で
リ
ハ
ビ

リ
が
必
要
な

方
、
認
知
症

を
患
っ
て
い

る
方
、
医
療

　
Ｑ
．
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
訪
問
看
護
師
さ
ん
が
い
る
拠

点
事
務
所
な
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
は
い
、
そ
う
で
す
。
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
幅
広

い
年
齢
層
の
利
用
者
に
対
し
、
自

宅
な
ど
の
お
住
ま
い
に
直
接
訪
問

　
「
あ
や
せ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、
綾
瀬
市
を
中
心
と
し
た
エ
リ
ア

で
自
宅
療
養
し
て
い
る
人
に
対
し
、
看
護
ケ
ア
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
同
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
訪
問
看
護
師
に
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
つ
い
て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

動
態
統
計
」
２
０
０
９
年
よ
り
）。

　

こ
の
疾
患
は
、
長
期
的
に
手
厚

い
看
護
が
必
要
で
あ
り
、
周
囲
が

サ
ポ
ー
ト
す
る
際
に
も
、身
体
的
・

精
神
的
な
負
担
が
大
き
い
も
の
で

す
。
そ
し
て
、
再
発
の
予
防
、
ま

た
は
再
発
時
の
早
期
発
見
が
重
要

に
な
っ
て
く
る
の
で
、
医
療
者
が

自
宅
を
定
期
訪
問
す
る
支
援
サ
ー

ビ
ス（
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）

の
利
用
ニ
ー
ズ
が
高
い
疾
患
で
も

あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
後
遺
症
を
最
小
限
に

し
て
、
日
常
生
活
動
作
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
た
め
に
、
身
体
機
能

の
訓
練
な
ど
を
行
な
う
「
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
重
要
性
も
認

識
し
ま
し
ょ
う
。

し
、
そ
の
細
胞
が
つ
か
さ
ど
る
機

能
や
感
覚
が
損
な
わ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

治
療
後
も
、
身
体
機
能
に
不
自

由
さ
が
残
っ
た
り
、
数
年
後
に
再

発
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

看
護
や
介
護
を
要
す
る
状
態
に

　
「
要
介
護
５
」
の
認
定
を
受
け

て
い
る
人
の
中
で
、
脳
梗
塞
な
ど

の
「
脳
血
管
障
害
」
を
患
っ
て
い

る
人
の
割
合
は
、
お
よ
そ
３
割
を

占
め
て
い
ま
す
（
厚
労
省
「
人
口

脳
の
血
液
の
流
れ
が
止
ま
っ
て
し

ま
う
病
気
で
す
。

脳
細
胞
の
壊
死
も

　

脳
の
血
管
が
詰
ま

る
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、
破
け
て
し
ま
う

と
、
脳
に
血
液
が
行

き
届
か
な
く
な
り
、

酸
素
が
足
り
ず
栄
養

不
足
に
陥
り
ま
す
。

こ
の
状
態
が
続
く

と
、
脳
細
胞
が
壊
死

　
「
脳
梗
塞
」
は
、
脳
内
の
血
管

が
細
く
な
る
こ
と
な
ど
が
影
響
し

て
、
血
液
が
固
ま
っ
て
血
栓
が
で

き
て
し
ま
い
、
そ
れ
が
詰
ま
っ
て

血栓

脳梗塞のイメージお
話
を
聞
い
た「
あ
や
せ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」の
看
護
師

取材協力

3



会場への入場参加もできます〈事前予約制〉

会場周辺の地図会場周辺の地図

事前にお電話で
ご予約された方は
会場入場が可能
です。

オンライン参加
は、ホームページ
をご覧ください。

綾瀬
市役所

文化会館

消防署

早川

東名高速道路

綾瀬厚生
病院

42

城山公園

綾瀬大橋
入口 綾瀬厚生病院

☎0467-77-5111（代表）
神奈川県綾瀬市深谷中１ｰ４ｰ16

お問合せ・ご予約

　高齢者やその家族が、安心して地域で
医療・介護を受けられるようにするために、
神奈川県は「よりそいノート」を作成し、活
用を推進しています。このノートの活用方法
と、認知症を抱えながらも、在宅復帰が叶っ
た症例を紹介します。是非、お聞きください。

「よりそいノート」のご紹介～認知症の人と地域をつなぐ～

医学講座
参
加
無
料

会場：綾瀬厚生病院 産婦人科棟４階 多目的室

オンラインで
自宅視聴も！

６月30日（木）
15：00~16：00

日 時 講 師

田山 春美 認知症認定看護師
綾瀬厚生病院  看護部

視聴方法はホームページをご覧ください

事前に当院のホームページを
ご覧いただき、設定の準備を
してご視聴ください。

不明点などは、
お気軽にお電話（左記）で
お問合せください。

大和成和病院 総務課
☎046-278-3855（直通）
神奈川県大和市南林間９ｰ８ｰ２

お問合せ

　「麻酔ってちゃんと効いているのかな？」
「麻酔の効力ってどんなもの？」などと思った
ことはありませんか？そんな素朴な疑問にお
答えするために、当院で麻酔科部長を務め
ている米谷医師が、麻酔についてわかりや
すく解説します。是非、ご視聴ください。

徹底解説！麻酔の深～いお話　～麻酔の効き方について～

オンライン PC ⁄ スマホ ⁄タブレットでネットからご自宅視聴を！
医学講座視

聴
無
料

６月29日（水）16：00から日 時

講 師
大和成和病院　
麻酔科  部長    米谷 聡  医師

健
康
診
断
の
重
要
性
を
認
識
し
よ
う
！

早
け
れ
ば
、今
は
が
ん
で
も
治
る
時
代

綾
瀬
厚
生
病
院
／
取
材
協
力

５
月
か
ら
予
約
開
始
！
特
定
健
診

「
綾
瀬
市
が
ん
検
診
」「
胃
が
ん
リ

ス
ク
検
診
」「
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
」「
前
立
腺
が
ん
検
診
」
の
受

診
が
可
能
で
す
の
で
、
こ
ち
ら
の

ご
予
約
も
、
あ
わ
せ
て
承
っ
て
お

り
ま
す
。

　
Ｑ
．
い
つ
で
も
好
き
な
時
に
受

け
ら
れ
ま
す
か
？

　

Ａ
．
特
定
健
診
と
各
種
の
検
診

は
、
予
約
制
で
す
。
受
診
希
望
日

の
２
週
間
前
ま
で
に
、
お
電
話
で

ご
予
約
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
自

治
体
か
ら
届
い
た
「
受
診
券
」
を

お
手
元
に
ご
用
意
の
上
、
お
電
話

く
だ
さ
い
。予
約
開
始
は
今
月（
５

月
）
か
ら
で
す
。
当
院
の
医
事
課

（
☎︎
０
４
６
７
・
７
７
・
５
１
１
１

㈹
）
で
ご
予
約
を
承
り
ま
す
。

■
綾
瀬
厚
生
病
院

☎
０
４
６
７・７
７・５
１
１
１
㈹

綾
瀬
市
深
谷
中
１
の
４
の
16

駐
車
場
完
備

す
か
？

　

Ａ
．
国
は
、
特
定
健
診
の
主
な

対
象
者
を
40
〜
74
歳
と
し
て
い
ま

す
。

　

綾
瀬
厚
生
病
院
で
お
受
け
い
た

だ
く
特
定
健
診
は
、
綾
瀬
市
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

で
、
今
年
度
（
２
０
２
２
年
４
月

１
日
か
ら
２
０
２
３
年
３
月
31

日
）
に
40
歳
か
ら
74
歳
に
な
ら
れ

る
方
が
、
対
象
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
35
歳
か
ら
39
歳
に
な
ら
れ
る

方
や
、
75
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

し
た
種
類
の
特
定
健
診
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
予
約
が
可
能
で
す
。

　

さ
ら
に
、綾
瀬
市
在
住
の
方
は
、

　
Ｑ
．「
特
定
健
診
」
は
、
何
の

た
め
の
健
康
診
断
な
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
に

着
目
し
た
健
康
診
断
で
あ
り
、
糖

尿
病
や
動
脈
硬
化
な
ど
の
生
活
習

慣
に
起
因
す
る
病
気
の
予
防
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
健
診
の

受
診
に
つ
い
て
は
、
国
が
奨
励
し

て
い
ま
す
。

　
Ｑ
．
誰
で
も
受
け
ら
れ
る
の
で

　

綾
瀬
市
内
で
唯
一
の
総
合
的
な
病
院
で
あ
る「
綾

瀬
厚
生
病
院
」で
は
、今
年
度
の
特
定
健
康
診
査（
特

定
健
診
）
の
予
約
を
５
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。
名

誉
院
長
の
徳
永
唯
志
医
師
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

れ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
を
治
す
た
め
に
は
、
何
よ

り
も
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
重

要
に
な
り
ま
す
。
自
覚
症
状
が
出

る
前
に
発
見
し
て
、
早
期
の
治
療

に
つ
な
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。そ
の
た
め
に
は
、「
が
ん
検
診
」

を
受
け
る
こ
と
が
確
か
な
方
法
で

す
が
、
残
念
な
が
ら
国
内
の
受
診

率
は
低
迷
し
て
い
ま
す
。

　

重
症
化
し
て
か
ら
治
療
す
る
よ

り
も
、
早
期
に
治
療
で
き
れ
ば
、

医
療
に
対
す
る
費
用
や
時
間
の
負

担
も
少
な
く
す
み
ま
す
。
大
切
な

人
の
命
を
守
る
た
め
に
、
年
に
１

度
の
健
康
診
断
時
に
、「
が
ん
検

診
」
も
加
え
て
受
け
ま
し
ょ
う
。

人
は
、
今
や
２
人
に
１
人
の
割
合

で
が
ん
に
罹
患
し
、
３
人
に
１
人

が
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
医
療
の
進
歩
に
よ
っ

て
、【
治
す
こ
と
が
で
き
る

が
ん
】
も
増
え
て
い
ま
す
。

検
診
は
良
い
こ
と
ば
か
り

　

が
ん
は
、
遺
伝
も
あ
り
ま

す
が
、
食
生
活
や
飲
酒
、
睡

眠
な
ど
の
普
段
の
生
活
ス
タ

イ
ル
の
影
響
が
大
き
い
と
さ

　

日
本
人
の
死
因
で
最
も
多
い
の

は
、「
が
ん
」
で
す
。
日
本
で
は
、

約
38
万
も
の
人
が
命
を
落
と
し
て

い
ま
す
＝
左
グ
ラ
フ
参
照
。
日
本

　
「
が
ん
」
は
、
早
期
の
発
見
で
適
切
な
治
療
を
行

な
え
ば
、
治
す
こ
と
が
で
き
る
病
気
で
す
。
発
見

の
た
め
に
は
、
が
ん
検
診
の
受
診
が
大
切
で
す
。

30万人20万人10万人

がん
心疾患  
老衰

脳血管疾患
肺炎

誤嚥性肺炎
不慮の事故
腎不全

アルツハイマー病
血管性等の認知症

（悪性新生物）

※１

※2
※1…高血圧性を除く　※2…血管性および詳細不明の認知症

37万8385人
20万5596人

13万2440人
10万2978人

7万8450人
4万2746人
3万8133人
2万6948人
2万852人
2万815人

死因順位
厚労省「人口動態統計」2020年を基に作成

綾瀬厚生病院
内科

徳永 唯志 名誉院長

血
液
が
流
れ
ず
心
臓
が
壊
死
す
る「
心
筋
梗
塞
」

　
　
　  

〜
よ
く
あ
る
質
問
に
答
え
ま
す
〜

心
筋
梗
塞
は
な
ぜ
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
が
多
い
の
？

大
和
成
和
病
院
　
田
畑 

美
弥
子 
医
師

回
さ
せ
、
多
く
の
血
液
が
流
れ
る

よ
う
に
す
る
方
法
で
す
。

　

当
院
で
は
、
緊
急
の
場
合
で

も
、
心
機
能
が
比
較
的
良
好
で
あ

れ
ば
、
人
工
心
肺
を
使
用
し
な
い

〈
オ
フ
ポ
ン
プ
手
術
〉
で
手
術
合

併
症
の
軽
減
を
目
指
し
ま
す
。
一

方
で
、
心
機
能
が
不
安
定
な
場
合

に
は
、
躊
躇
せ
ず
、
人
工
心
肺
を

使
用
し
、
完
全
血
行
再
建
を
優
先

し
て
、
予
後
の
改
善
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
」。

【
よ
く
あ
る
質
問
❸
】

　
心
筋
梗
塞
の
予
防
に
必
要
な
こ

と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
（
田
畑
医
師
）「
大
切
な
の
は
、

動
脈
硬
化
の
進
行
を
防
ぐ
こ
と
で

す
。
塩
分
・
糖
分
・
脂
肪
分
の
取

り
過
ぎ
、
ス
ト
レ
ス
に
注
意
し
、

禁
煙
し
て
、
規
則
正
し
い
生
活
を

送
り
ま
し
ょ
う
。
ご
家
族
に
こ
の

病
気
の
方
が
い
る
場
合
は
、
さ
ら

に
注
意
が
必
要
で
す
。
ご
不
安
事

は
い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、そ
れ
は
や
ら
な
い
の
で
す
か
？

　
（
田
畑
医
師
）「
当
院
に
は
、
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
や
高
度
な
医

療
機
器
が
備
わ
っ
て
お
り
、
キ
ャ

リ
ア
あ
る
心
臓
血
管
外
科
医
や
循

環
器
内
科
医
が
所
属
し
て
い
ま

す
。
当
然
、
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手

術
も
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
手
術
は
、
狭
窄
や
閉
塞
が

あ
る
冠
動
脈
の
先
に
、『
グ
ラ
フ

ト
』
と
呼
ば
れ
る
別
の
血
管
を
つ

な
ぎ
、
血
流
が
悪
く
な
っ
て
い
た

血
管
に
バ
イ
パ
ス
を
つ
く
っ
て
迂

か
ら
３
時
間
以
内
、
病
院
到
着
か

ら
90
分
以
内
に
血
流
の
再
開
が
得

ら
れ
れ
ば
、
後
遺
障
害
は
残
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
48
時
間
以
上
経

過
し
て
か
ら
で
は
、
残
念
な
が
ら

期
待
さ
れ
る
治
療
効
果
は
得
ら
れ

ず
、
治
療
は
時
間
優
先
で
行
な
う

こ
と
が
基
本
に
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
急
性
心
筋
梗
塞
に
は
、
素

早
く
で
き
る
『
カ
テ
ー
テ
ル
』
で

の
治
療
が
多
く
実
施
さ
れ
ま
す
」。

【
よ
く
あ
る
質
問
❷
】

　
心
筋
梗
塞
の
よ
う
な
心
臓
病
の

治
療
で
「
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術
」

【
よ
く
あ
る
質
問
❶
】

　
心
筋
梗
塞
の
治
療
は
、
必
ず
手

術
に
な
る
の
で
す
か
？

　
（
田
畑
医
師
）「
急
性
心
筋
梗
塞

で
は
、
心
筋
の
ダ
メ
ー
ジ
を
小
さ

く
し
て
、
い
か
に
早
く
冠
血
流
を

再
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
、

最
も
重
要
に
な
り
ま
す
。
具
体
的

な
時
間
で
示
す
と
、
胸
痛
の
発
生

　

心
臓
病
専
門
の
大
和
成
和
病
院
（
大
和
市
南
林
間
９
の
８
の
２
☎︎
０
４
６
・
２

７
８
・
３
９
１
１
）
で
心
臓
血
管
外
科
主
任
部
長
を
務
め
る
田
畑
美
弥
子
医
師
に
、

心
筋
梗
塞
で
よ
く
あ
る
質
問
内
容
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。〈
取
材
協
力
〉

で
も
、「
心
臓
破
裂
」
や
「
乳
頭

筋
断
裂
」
な
ど
の
心
臓
の
構
造
が

壊
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
合
併
症
を

生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
危
な
い
状
態
（
急
性

期
）
を
乗
り
切
っ
た
と
し
て
も
、

広
範
囲
の
心
筋
梗
塞
で
は
、
後
遺

症
と
し
て
「
心
不
全
」
の
状
態
に

移
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
心
臓
の
病

気
を
抱
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

早
く
血
流
の
再
開
を
！

　

急
性
心
筋
梗
塞
に
は
、
血
流
が

途
絶
え
た
冠
動
脈
を
、
い
か
に
早

く
再
開
さ
せ
る
か
と
い
う
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
な
治
療
が
必
要
で
す
。
医

療
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
急
性
心
筋

梗
塞
の
救
命
率
は
、
か
つ
て
よ
り

も
格
段
に
向
上
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
死
亡
原
因
の
上
位
を
占

め
る
病
態
で
す
。
治
療
実
績
が
あ

る
病
院
で
の
迅
速
な
治
療
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

症
」
が
あ
り
ま
す
が
、
お
よ
そ
３

人
に
１
人
は
こ
の
前
兆（
狭
心
症
）

が
な
く
、発
症
し
て
い
ま
す
（「
日

本
心
血
管
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン

治
療
学
会
」
よ
り
）。

時
間
が
経
て
ば
範
囲
が
広
が
る

　

壊
死
が
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い

る
重
症
の
場
合
は
、
死
に
至
る
よ

う
な
「
不
整
脈
」
が
発
生
す
る
可

能
性
が
高
ま
り
、
さ
ら
に
心
臓
の

収
縮
力
が
著
し
く
低
下
す
る
の

で
、
生
命
を
脅
か
す
状
態
に
な
り

ま
す
。

　

壊
死
の
範
囲
が
広
く
な
い
場
合

そ
し
て
冠
動
脈
の
血
流
が
途
絶

え
、
心
筋
（
心
臓
の
筋
肉
）
の
壊

死
が
起
こ
り
ま
す
。
こ
れ
が
、
急

性
心
筋
梗
塞
で
す
。

　

心
筋
梗
塞
を
発
症
す
る
前
の
段

階
と
し
て
多
い
疾
患
に
、「
狭
心

　

急
性
心
筋
梗
塞
が
起
き
る
過
程

に
は
、
ま
ず
、
動
脈
硬
化
に
よ
っ

て
冠
動
脈
内
に
「
プ
ラ
ー
ク
（
粥

腫
）」
が
形
成
さ
れ
ま
す
。
こ
の

病
変
が
、
あ
る
時
、
突
然
、
破
綻

し
て
し
ま
い
、血
栓
が
生
じ
ま
す
。

　
「
急
性
心
筋
梗
塞
」
と
は
、
心
臓
の
筋
肉
に
血
液
を
供
給
す
る
「
冠
動
脈
」
に

血
栓
が
形
成
さ
れ
て
閉
塞
し
、
血
流
が
途
絶
え
て
心
筋
が
壊
死
し
て
し
ま
う
状
態

で
す
。
血
流
再
開
ま
で
の
時
間
に
よ
っ
て
、
治
療
効
果
に
差
が
出
て
き
ま
す
。

動脈硬化と心筋梗塞のイメージ

プラーク
血栓

プラーク

大動脈

血流が
途絶えて
壊死が進む

冠動脈

冠動脈（血管）

大和成和病院
心臓血管外科 主任部長
田畑 美弥子 医師
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